
明治神宮外苑　聖徳記念絵画館　〒160-0013　東京都新宿区霞ヶ丘町1-1　　℡　03-3401-5179

開館時間 10：00～16：30（最終入館16：00）

年末年始 10：00～16：00 (最終入館15：30）

水曜日休館（水曜日祝日の場合、翌日の平日）

※臨時休館をする場合がございますので

お問い合わせください

施設維持協力金 500円

（入館の際お納めください）

明治神宮外苑は、明治天皇とその皇后、

昭憲皇太后の御聖徳を永く後世に伝えるために

全国国民からの寄付と献木、

青年団による勤労奉仕により、旧青山練兵場に造営され、

大正15年10月22日に明治神宮に奉納されました。

約48万㎡（現在約27万㎡）の庭園内に聖徳記念絵画館、

憲法記念館（現在明治記念館本館）などの

記念建造物のほか、陸上競技場（現在国立競技場）、

神宮野球場、相撲場、

水泳場（昭和5年）などが造営されました。

国の施設だった明治神宮外苑は、戦後、

昭和27年に宗教法人となりました。

樹齢15年だったいちょうの苗木も、

今では東京の秋の訪れを告げる

美しい『いちょう並木』に。

野球、アイススケート、テニス、など

一年を通じてスポーツを楽しむ場として、

多くの人に親しまれています。

Ⓐ明治神宮外苑之記 い

ちょう並木の入口に立つこ

の石碑には、外苑造営の由

来と施設の大要が記されて

います。

Ⓑ 御観兵榎 明治20年青

山練兵場設置以来、明治天

皇がこの榎の西側に御座所

を設け、憲法発布観兵式

（明治23年）などを親臨さ

れました。

Ⓒ憲法記念館（現明治記念

館） 壁画「枢密院憲法会

議」の舞台となった建物。

明治天皇より伊藤博文公に

下賜。外苑造営にあたり、

大正7年7月に移築されまし

Ⓓ名木「ひとつばたご」

幕末から、この付近にあっ

た珍しい樹木で、俗名「な

んじゃもんじゃ」。壁画

「凱旋観兵式」にも描かれ

ています。

Ⓔ葬場殿址 明治天皇のご

葬儀の際、ここに御霊柩を

安置された葬場殿の跡です。

建立と同時に植樹された楠

が史跡に優しい影を投げか

けています。

Ⓕ樺太国境天測標 明治38

年、日露講和条約締結によ

り、カラフトの北緯50度以

南が日本の領土になりまし

た。その境界を標示する標

石の模造

Ⓖお鷹の松 鷹狩の途中、

徳川家光が休息していると、

江戸城より愛鷹が飛来し、

松に止まったことに由来。

Ⓐ明治神宮外苑之記 Ⓑ御練兵榎

Ⓒ憲法記念館

Ⓓ名木「ひとつばたご」

Ⓔ葬場殿址 Ⓕ樺太国境天測標

周辺案内地図

【JR】信濃町駅下車徒歩3分

【地下鉄】青山一丁目駅、外苑

前駅下車徒歩10分

大江戸線国立競技場駅徒歩5分

※有料駐車場あり
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展 示 壁 画 よ り明治天皇ご在位46年間の明治時代は、あらゆる分野において近

代化への大きな飛躍を成し遂げ、様々な文化が花開きました。

明治神宮外苑のシンボルである聖徳記念絵画館には、明治天皇

と皇后である昭憲皇太后お二方の御事績を描いた壁画80点が、延

べ250ｍの壁面に展示されています。展示されている壁画は、こ

の輝かしい時代の雄姿と歴史的光景を、史実に基づいた厳密な考

証の上で描かれており、それぞれの壁画にゆかりの深い団体や個

人から奉納されました。当時の一流画家による優れた芸術作品で

あるとともに、政治・文化・風俗の貴重な歴史資料としても高く

着 工：大正 8年 3月 5日（1919年）

竣 功：大正15年10月22日（1926年）

建 築 設 計：公募された156点の中の一等入選作：小林正紹の原図をもとに明治神宮造営局において修正。

構造・仕上：鉄筋コンクリート造2階建。（面積：1階約2,500㎡、2階展示室約2,247㎡）

外苑及び階段は岡山県万成産花崗岩表装、内部中央広間の壁床等は主に国産天然大理石（美濃赤坂産は

じめ、山口、愛媛、埼玉、福島、岡山の各県及び朝鮮産）及び一部タイル貼り。

壁 画 で 見 る 明 治

王政復古（天皇政治の復活）おうせいふっこ 日本画 6

時 ：慶応3年12月9日（1868年1月3日）

所 ：小御所（京都御所内）

奉納者：侯爵 松平康荘 画家：島田墨仙

天皇政治復活宣言の翌年、年号は「明治」と改められ、政府

も天皇親裁のもと全く新しい形で出発することになりました。

壁画は、小御所で御前会議が開かれ、徳川慶喜を公儀に加え

ることについて議定山内豊信と参与岩倉具視が議論を交わし

ている光景を描いたものです。

岩倉大使欧米派遣（いわくらたいしおうべいはけん）日本画 21

時 ：明治4年11月12日（1871年12月23日）

所 ：横浜港

奉納者：横浜市 画家：山口蓬春

幕末当時、諸外国と締結した条約が日本にとって不利な点が多

かったので、これを改正するため、岩倉具視、木戸孝允、大久保

利通、伊藤博文等60余名が欧米各国の制度や文化の視察に行きま

した。艀で横浜ふ頭を離れ、アメリカ号へ向かう光景を描いたも

のです。

枢密院憲法会議（すうみついんけんぽうかいぎ） 洋画 50

時 ：明治21年6月18日～12月17日（1888年）

所 ：赤坂仮皇居御会食所

奉納者：侯爵 伊藤博邦 画家：二世五姓田芳柳

明治21年憲法草案が完成し、明治天皇御臨席の下、枢密院におい

て伊藤博文を議長として6月18日～12月17日までその審議が行わ

れました。壁画は6月18日の会議の光景です。現在、この建物は

明治記念館の本館「金鶏の間」として東京都指定有形文化財（建

造物）に指定されています。

観菊会（かんぎくかい） 洋画 76

時 ：明治42年11月19日（1909年）

所 ：赤坂御苑

奉納者：侯爵 德川頼貞 画家：中沢弘光

赤坂離宮の観菊会は、浜離宮の観桜会とともに国際親善をはかる

ため、欧州の園遊会にならって、明治13年から毎年行われました。

壁画は天皇が皇后とともにお出ましになられた光景です。

展 示 壁 画 リ ス ト


